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学校図書館の機能・役割

読書センター
学習・情報センター

教員のサポート機能

子どもたちの居場所
家庭地域の読書活動支援

探究学習が重視される現在の学習指導要領において

学校図書館の支援が一層期待されている

書誌検索では難易度や関連度

といった情報を得ることは難しい

書架ブラウジングに依存するが

十分な時間の確保も難しい

（浅石・宮田・矢田 2020）
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本研究の検証

現実の書架を模した3D書架をバーチャルリアリティ(VR)空間で探索する可能性の検証

従来の「バーチャルツアー」（高野・小野2022）

① 図書館の外観や内観・書架等を「バーチャルツアー」として画像・スライドで掲載

② 図書館の外観や内観・書架等を動画として撮影し、配信

③ 全天球カメラを用いた自らの操作で動き回れるウォークスルー型コンテンツ

書架を映像として眺めるだけでなく個々の図書内容も確認できるものを本研究では目指す
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実際の学校図書館を再現した3D書架
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実際の学校図書館を再現した3D書架

本棚1枚の画像ではなく1冊1冊が全て独立した画像

AI蔵書管理サポートサービス

を活用して画像収集

写真撮影

ISBN：
978xxxxxxxxxx

書名：
アメーバ経営と進化
理論と実践

著者：
アメーバ経営学術研究会

etc…

書架画像を撮影することで

1冊1冊の背表紙を分割して図書を特定する技術
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実際の学校図書館を再現した3D書架

課題：1冊1冊の背表紙画像をオブジェクトとして描画すると動作が重い

数十冊まとめて1つのオブジェクトとして軽量化

本棚4段分を1枚の画像にまとめて負荷を低減
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教材探索システム「BookReach」（矢田・浅石・宮田 2022）への組み込み

教科書単元から関連した分類の図書を取得することが可能なシステム

教科書を選択

単元を選択
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教材探索システム「BookReach」への組み込み

教材候補の結果表示手段として「3D書架」を組み込み

リスト表示 書影表示

背表紙表示

「SHELF EYE」

により取得した

画像を利用

3D書架表示
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有用性評価の方法

学校図書館関係者(9名)による模擬的教材探索を実施

対象者の属性

年齢

勤務年数

教材探索内容

項目 内容

教科 中学・社会

単元 任意

時間 約60分

手法
それぞれの表示形式を用いて
教材候補一覧を作成する

評価
Google Formによる匿名の
質問紙調査を実施
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有用性評価の結果

全ての協力者が一定の有用性を認める結果

＜3D書架＞表示は、どのくらい有用だと思うか？



© KYOCERA Communication Systems Co., Ltd.
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有用性評価の結果

どのような観点から有用だと思うか？

関連性（内容が教科・単元への関連度）

平易性（内容がどのくらい難しい／易しいか）

最新性（内容がどの程度新しい／古いか）

可搬性（持ち運びの容易さ）

堅牢性（物理的な丈夫さ）

美本性（破損・汚損の程度）
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有用性評価の結果

関連性

検索した分類 近隣の分類

近くにこんな

使えそうな教材が！

平易性

この装丁や内容なら分かりやすそう！
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有用性評価の結果

移動のしやすさはどう思うか？ 自由記述意見

移動速度が少し早い

操作がごく単純だとありがたい

見ている棚の位置・分類が

もっと分かりやすいと良い

操作に慣れが必要
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有用性評価の結果

バーチャル空間ならではの新たな価値を見出す意見もあった

リアルの図書館では一度に

訪問できる人数に限りがある

空間の制限なく

一斉にブラウジングが可能

授業活用にも有効
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3D書架の有用性

書架ブラウジングの再現（関連本の発見）

図書館に来館せずとも同時多数が操作可能

今後の展望

学校図書館システムとの連携

（特集展示・貸出情報連携、等）

VR空間内での読書（青空文庫、等）

背表紙画像データベースの構築
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